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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 5,309 16.7 210 23.9 216 22.5 140 25.8

2022年3月期第1四半期 4,548 11.6 169 ― 176 ― 111 ―

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　145百万円 （39.9％） 2022年3月期第1四半期　　104百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 17.38 ―

2022年3月期第1四半期 13.81 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 11,721 4,561 38.6

2022年3月期 11,890 4,468 37.3

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 4,524百万円 2022年3月期 4,432百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 7.00 ― 7.00 14.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,000 2.2 1,000 10.8 1,030 7.6 600 30.9 74.33

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特有の

会計処理の適用)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 8,800,000 株 2022年3月期 8,800,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 728,932 株 2022年3月期 728,932 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 8,071,068 株 2022年3月期1Q 8,071,068 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症（以下、「感染症」という）

の新規感染者数の減少に伴い、社会経済活動の正常化が進む中で、持ち直しの動きが見られました。しかしなが

ら、急速な円安の進行、ウクライナ情勢等を背景とした原材料価格の高騰や供給面での制約に加え、足元では感

染症が再拡大していることなどから、当面は先行き不透明な状況が続くと見込まれます。

当社グループの属する情報サービス業界におきましては、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の進

展に伴い、クラウドやセキュリティサービス等の需要が今後も高まっていくことが予想されます。当社グループ

ではこのようなニーズに対応すべく、人材育成や採用活動を積極的に実施するとともに、ＤＸ戦略の推進により

業務プロセスやビジネスモデルの変革に取り組み、各領域でのファーストコールカンパニーとなることを目指し

てまいります。

自転車駐輪場業界におきましては、駐輪場利用状況は、行動制限の緩和などにより改善傾向にあります。機

器販売については、感染症対策を取り入れた都市再開発計画なども各地で進行しているものの、いまだ回復途上

にあります。このような事業環境において、当社グループは外部環境の変化や需要変動に柔軟に対応できる収益

基盤の確立のため、事業の構造改革を推進するとともに、ＩＴ技術によりコスト削減効果と利便性の高さを実現

する月極駐輪場管理システム「ECOPOOL」の更なる拡販に取り組んでまいります。

当第１四半期連結累計期間のＩＴ関連事業（システム開発事業、サポート＆サービス事業）においては、新

規案件の獲得や既存案件の本格稼働により、前年同期比で増収増益となりました。

一方、パーキングシステム事業におきましては、機器販売は低調に推移したものの、前年同期に比べ駐輪場

利用状況が大きく改善したことにより、前年同期比で増収増益となりました。

以上により、当第１四半期連結累計期間の売上高は、5,309百万円（前年同期比16.7％増）、営業利益210百

万円 (前年同期比23.9％増）、経常利益216百万円（前年同期比22.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は140百万円（前年同期比25.8％増）となりました。

当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は、次のとおりです。

システム開発事業

生損保の顧客における各種新商品に対応した新領域の開発案件を獲得しました。また、顧客企業における業

務効率化やコスト削減意識の高まりを背景に、会計シェアードサービスやワークフローシステムの導入案件の獲

得や進行により、前年同期比で増収増益となりました。これらの結果、売上高2,216百万円（前年同期比21.8％

増）、営業利益267百万円（前年同期比7.0％増）となりました。

サポート＆サービス事業

大手企業の情報システム部門のアウトソーシング案件において、業務領域が拡大しました。また、生損保の

顧客において、クラウド関連等の新規案件を受注したことにより、前年同期比で増収となりました。利益面にお

きましては、先行コストのかかる案件等により、前年同期比で減益となりました。これらの結果、売上高1,589

百万円（前年同期比14.5％増）、営業利益152百万円（前年同期比7.6％減）となりました。

パーキングシステム事業

機器販売については、駐輪場の新規開設等の需要が回復途上であることや、半導体不足による機器調達への

影響もあって、低調に推移しました。一方、駐輪場利用料収入は、緊急事態宣言が発令された前年同期に比べ、

通勤・通学客の鉄道利用状況が順調に改善し、増加しました。これらの結果、売上高は1,498百万円（前年同期

比12.0％増）となりました。利益面におきましては、感染症の影響を受けていた委託元の収支が改善され、駐輪

場管理運営に係る収入が増加したことや、グループ子会社を活用した外部委託業務の内製化に努めたことなどに

より、営業利益は159百万円（前年同期比170.9％増）となりました。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,928,735 4,113,211

受取手形、売掛金及び契約資産 2,945,009 2,556,598

商品及び製品 87,174 75,213

仕掛品 122,012 130,505

その他 867,345 841,169

貸倒引当金 △354 -

流動資産合計 7,949,924 7,716,698

固定資産

有形固定資産 1,421,584 1,510,246

無形固定資産

のれん 10,670 8,002

その他 213,182 252,825

無形固定資産合計 223,852 260,828

投資その他の資産 2,295,630 2,233,878

固定資産合計 3,941,068 4,004,953

資産合計 11,890,992 11,721,652

負債の部

流動負債

買掛金 929,850 786,245

短期借入金 807,368 715,000

未払法人税等 451,276 97,145

賞与引当金 719,857 290,093

受注損失引当金 1,885 74

その他 1,810,784 2,573,306

流動負債合計 4,721,021 4,461,865

固定負債

役員退職慰労引当金 37,753 39,714

株式報酬引当金 62,750 67,027

退職給付に係る負債 1,262,617 1,268,805

資産除去債務 174,898 185,316

その他 1,163,479 1,137,729

固定負債合計 2,701,498 2,698,592

負債合計 7,422,519 7,160,458
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 438,750 438,750

資本剰余金 954,989 954,989

利益剰余金 3,282,568 3,369,872

自己株式 △269,509 △269,509

株主資本合計 4,406,798 4,494,102

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 40,281 39,570

為替換算調整勘定 991 2,575

退職給付に係る調整累計額 △15,881 △11,911

その他の包括利益累計額合計 25,391 30,234

非支配株主持分 36,282 36,857

純資産合計 4,468,472 4,561,194

負債純資産合計 11,890,992 11,721,652
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 4,548,420 5,309,439

売上原価 3,797,066 4,408,004

売上総利益 751,353 901,435

販売費及び一般管理費 581,773 691,331

営業利益 169,580 210,103

営業外収益

受取利息 23 33

受取配当金 2,288 2,729

受取家賃 3,057 3,861

その他 6,786 5,374

営業外収益合計 12,154 11,997

営業外費用

支払利息 5,291 5,788

その他 29 254

営業外費用合計 5,320 6,042

経常利益 176,414 216,058

特別利益

関係会社株式売却益 229 -

特別利益合計 229 -

税金等調整前四半期純利益 176,644 216,058

法人税等 61,932 75,190

四半期純利益 114,711 140,867

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,213 574

親会社株主に帰属する四半期純利益 111,497 140,293
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 114,711 140,867

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △552 △711

為替換算調整勘定 668 1,584

退職給付に係る調整額 △10,641 3,970

その他の包括利益合計 △10,524 4,843

四半期包括利益 104,186 145,710

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 100,973 145,136

非支配株主に係る四半期包括利益 3,213 574
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗

じて計算する方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合は、法定実効

税率を使用する方法によっております。

　


